※本回答様式（Wordファイル）は、九州森林管理局のホームページにも掲載しております。

平成２９年度　国有林モニターアンケート（第1回）
氏名：　　　　　　　　　　　　　　住所：　　　　　県　
Ⅰ　平成２９年度重点取組事項について
同封の「九州国有林から林業の新しい風を≪平成29年度重点取組事項≫」は、平成29年度において九州森林管理局が重点的に取り組むべき内容についてまとめたものです。この資料をご参照の上、問Ⅰ－１～10について、選択肢①～④から、一つお選び○をつけてください。
問Ⅰ－１　「確実な再造林の実施～低コスト化の推進～（p2）」について

	持続的な森林経営が期待される人工林にあっては、公益的機能の発揮及び資源の確実な造成を図る観点から、伐採後の再造林を確実に行う必要があり、造林コストの低減等が課題となっています。
そのため、森林管理局では、民有林への普及を念頭にした林業の低コスト化等に関する先駆的手法を積極的に導入するとともに、国有林野の管理経営や民有林において、低コストで高効率な施業が普及・定着するよう取り組むとしています。
この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている

　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある

　③　いずれも知らなかったが関心がある

　④　あまり関心がない

問Ⅰ－２　「原木の安定供給体制の構築（p3）」について

	森林管理局では、生産性向上をめざし作業システムの効果的な運用をするため、林業事業体等育成に取り組むこととしています。
この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている

　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある

　③　いずれも知らなかったが関心がある

　④　あまり関心がない

問Ⅰ－３　「深刻化するシカ被害への対応（p4）」について

	シカの増加、生息域の拡大により森林の被害が深刻化しているため、2013年に環境省と共同でとりまとめた「抜本的な鳥獣捕獲強化対策」により、シカの生息数を10年後までに半減させることを目標としています。一方、担い手である狩猟者は著しく減少・高齢化しており、森林管理局では、シカ被害対策協定の締結など地域が一体となった森林被害対策に取り組むとしています。
この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている

　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある

　③　いずれも知らなかったが関心がある

　④　あまり関心がない

問Ⅰ－４　「優れた自然環境を有する森林の保全（p5）」について

	　森林管理局では、保護林制度について見直しを実施し、生物多様性の保全に配慮し
た、簡素で効率的な管理体制を再構築しております。
また、世界自然遺産候補地の「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」については、森林生態系保護地域の設定等を行っており、地元関係者と連携しながら貴重な森林生態系の保全対策等に取り組んでいます。
この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている

　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある

　③　いずれも知らなかったが関心がある

　④　あまり関心がない

問Ⅰ－５　「森林総合監理士の活動を通じた地域課題への対応（p6）」について

	　市町村森林整備計画の策定を技術的に支援する「森林総合監理士」については、各種研修等の実施により人材が確保されつつあります。森林管理局では、森林管理局・署や県の森林総合監理士が連携し、市町村森林整備計画の策定等の市町村林務行政に対する技術的支援に取り組んでいます。
この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている

　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある

　③　いずれも知らなかったが関心がある

　④　あまり関心がない

問Ⅰ－６　「森林景観を活かした観光資源の創出（p7）」について

	　観光先進国の実現に向けて、政府が一体となってインバウンドをより一層推進するための取組が必要となっており、山村地域においても、インバウンド需要を呼び込むことが課題となっています。そのため、森林管理局では、国有林の「レクリエーションの森」を山村地域における観光資源として活用し、需要の拡大を図るために、魅力向上のための「磨き上げ」を行います。
この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている

　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある

　③　いずれも知らなかったが関心がある

　④　あまり関心がない

問Ⅰ－７　「被災地の森林・林業の再生に向けた取組への貢献（p8～9）」について

	　平成28年熊本地震では、山腹崩壊や地すべり等の林地荒廃、法面・路肩の崩壊等の林道施設の被害などが多数発生しました。森林管理局では、復旧・復興に向けて、国有林野における被害の復旧に取り組むとともに、県・市町村と連携し、民有林内の被災した治山施設（谷止工、土留工など）について、復旧に向けて国の直轄事業として取り組んでいます。
この取組内容についてお尋ねします。


	


　①　このような取組を実施していることを概ね知っている

　②　知っている内容もあるが、知らない内容もある

　③　いずれも知らなかったが関心がある

　④　あまり関心がない

問Ⅰ－８　問Ⅰ－１～７について、特に興味がある又は詳しい内容を知りたい事項、内容がよくわからなかった事項をご記入ください（複数回答可）。また、内容がよくわからなかった事項について、どのような点がわかりにくかったかご記述ください。
　　
・特に興味がある又は詳しい内容を知りたい事項

　　・内容がよくわからなかった事項
　　
・内容がよくわからなかった事項について、どのような点がわかりにくかったか


問Ⅰ－９　p9にあるように、森林管理局では熊本地震の際、ヘリコプター調査による林地被害状況の早期把握や、被災した治山施設の復旧事業のほか、国の行政機関として、国の出先機関支援チームによる食糧輸送支援や、森林管理局の大会議室・旧食堂を避難場所として開放するなど、様々な対応したところです。上記の取組を含め、災害等の時、森林管理局や森林管理署へ「こうした対応をしてほしい」などの要望や意見がございましたらご記述ください。

問Ⅰ－10　平成29年度重点取組事項について、その他ご意見等がございましたらご記述ください。


Ⅱ　国有林モニターの活動と情報発信について
　昨年度より、希望者に対して国有林モニターの任期を２年に延長し、今年度は多くの方に国有林モニターを継続していただいております。このことについてお尋ねします。
※今年度から国有林モニターになられた方も回答をお願いいたします。
問Ⅱ－１　昨年、国有林モニターとして活動し、国有林に対してどのようなイメージの変化がありましたか。自由にご記述ください。
また、今年度より国有林モニターになられた方については、国有林モニターになられた後でイメージが変化した点があれば教えてください。


問Ⅱ－２　定期的に、「情報誌RINYA」「広報九州」などの資料を国有林モニターの皆様に送付し、情報提供をしているところです。昨年１年間、国有林の情報提供を受け、今年度は「こういった情報がほしい」などの要望や意見がございましたらご記述ください。
また、今年度より国有林モニターになられた方も情報提供に関して、要望などがございましたらご記述ください。

問Ⅱ－３　現在「情報誌RINYA」などの広報誌や国有林に関するパンフレット、ホームページなどで様々な情報を発信しているところです。一般の方に向けた情報発信のあり方について、国有林について広く知っていただくため、どのような方法で情報発信すべきであると思いますか。また、一般の方はどのような情報を必要としていると思いますか。意見やアイディアがございましたらご記述ください。

Ⅲ　モニター会議について
森林・林業や国有林野の管理経営について、皆様によりご理解・ご関心いただくため、国有林の現地視察や意見交換会を行う「国有林モニター会議」の開催を予定しております（例年秋頃）。より多くの皆様にご出席いただき、有意義な会議とするため、以下についてお尋ねします。

　※会場への交通費（遠方からお越しの場合は宿泊費も含む）については、一部を森林管理局で負担いたします。ふるってご参加いただければと思います。
　※視察場所・時期については、ご要望に添えない場合もございますのでご了承ください。
問Ⅲ－１　モニター会議への参加を希望しますか。

　①　希望する　　　②　希望しない　　　③　未定

問Ⅲ－２　いつ頃の開催を希望しますか（複数回答可）。

　①　10月上旬　　②　10月中旬　　　③　10月下旬　　④　11月上旬

　⑤　11月中旬　  ⑥  11月下旬　　 ⑦  いつでも可
問Ⅲ－３　現地視察したい内容について選択してください（複数回答可）。

　①　造林事業について　　　　　　（重点取組事項のｐ２　 ）

　　　　例：間伐、低コスト化造林の作業現場の視察
　②　安定供給体制の構築について　（　　　〃　　ｐ３　）

　　　　例：素材生産現場の視察
　③　シカ被害対策について　　　　（　　〃　　ｐ４　）

　　　　例：鳥獣被害対策現場の視察
　④　優れた自然環境を有する森林の保全 （　　　〃　　　ｐ５）

　　　　例：保護林の視察
　 ⑤　森林総合監理士の活動について（　　　〃　　　ｐ６）
例：フォレスターの講話
   ⑥　森林景観を活かした観光資源の創出について（　　　〃　　　ｐ７）
　　　　　　例：レクリエーションの森の視察
　
 ⑦　被災地復興への取組（　　　〃　　　ｐ８）　
　　　　　　例：治山事業、林道復旧作業の視察
　⑧　現地視察ではなく、座学や意見交換の時間を充分に取りたい

　上記以外で、現地視察したい具体的な内容がございましたら、ご記入ください。


問Ⅲ－４　その他、国有林モニター会議に関してご意見、ご要望がございましたら、ご自由にご記入ください。


Ⅳ　その他

今回、問Ⅰ～問Ⅲまででお尋ねしたことも含め、森林・林業や、国有林野の管理経営について、ご意見、ご要望、期待することがございましたら、ご自由にご記入ください。


　アンケートは以上です。ご協力いただき、誠にありがとうございました。


























































- 2 -

